
号織の進行を指示する信号現示により停車場に進入する場合，

進路内の転鰍総七に列車が在る聞に信号てこを定位に復すると

転鰍総てこは解錠され， もし誤ってこのてこを取扱ったとする

と列車脱線や梨線進入など怒性の事故を起すことと なるから，

列車が関係E伝統{総を通過し終るまで信号てこは復位しではなら

なし 、 ことに定められている。しかし運転ひん繁な停車場では取

扱者の注意力にのみ信綴することは困難となるので，これを電

気的に解結する鎖錠を進路鎖錠という。

進路区分鎖錠 (sectional rou te locking) 停車場榊内が広く

入換作業もひん繁な大きい停車場で進路鎖錠を施してあると ，

列車が信号繊の進行を指示する信号現示によってその進路内に

進入したのち，関係転鰍君主は解錠されないので， 他の作業がで

きず不得策な場合がある。よって進路鎖錠を施しても運転保安

上危険でないかぎり，列車が通過し終るごとに順次転轍総の鎖

錠をj砕き ， 自由な取扱いにすると列車進行中の転鰍慌の途中転

換も防止でき，また桝内作業も向上されることになる。このよ

うに進路鎖絞を工夫して列車または車両が進行するにしたがい，

l順次転轍総の鎖錠を解錠する主主位を進路区分鎖錠とし 、 う 。

接近鎖錠 (a pproach locking) 進路鎖錠は列車または車両が

信号繊の内方に進入したのち， その進路内の転轍穏を鎖錠する

のであるが， 接近鎖錠は列車が信号機の外方一定の区間に接近

すると，信号てこが反位になっているとき，これをそのまま鎖

錠する装置である。いま列車が信号般の進行を指示する信号現

示で停車場に接近したとき， 何らかのつごうにより到着させる

線路を変更する場合などには， まず場内信号畿を定位にし ;1反鰍

録の鎖錠を解かなければならない。このようなとき何らの設備

もなければ，列車が停車場に接近している位置によ っ ては， 急

に停止信号lJ\\示にされても列車は場内信号儀までに停車するこ

とができず，信号僚の防護区域内に突入することもあり得るの

で，このよう なとき進路内の転鰍抹は解錠されているから非常

に危険な状態となる。これを防止するため列車が信号僚の外方

適当な位置に淫したのちは， 信号てこを反位から定位に復する

ことができないようにする必要がある。これを接近鎖錠とし、う 。

保留鎖錠 (stick locking) 保留鎖錠は接近鎖錠の簡易なもの

と考えてよい。接近鋲錠It信号畿に進行を指示する信号を貌示

した場合，列車の接近によって初めて鎖錠されるのであるが，

保留鎖錠は列車の位置に関係なく ， 信号または入換際識のてこ

はいったん反位にして，進行信号または進路が開通した現示ま

たは表示をすれば必ず鎖錠されるのである。これを保留鎖錠と

いう。この鎖錠を解くためには接近鎖錠を解錠すると同織に，

列車または車両がその進路内に進入するか，または限11寺解錠総

を使用しなければならない。

閉路鎖錠 (route check) 信号様の進路に関係のある軌道回

路内に列車があるときは， 列車によってその信号僚のてこを反

位になし得ないこと，すなわち定伎に鎖錠することを閉路鎖錠

とし、う。縦~IÎ連動装置の場合には， てこは何ら鎖錠がないので

信号般の進路がlj~~されないようにしてある 。

表示鎖錠(indica tion locking) 表示鎖錠は電気的に信号機

または転轍践を動作させる信号てこ，または転鰍てこに付する

鎖錠で， 信号てこにあってはてこを反位から定位に復するとき ，

信号俊が停止信号を現示するまで，そのてこを完全に定位にす

ることができない鎖錠をいい， 転轍てこにあってはてこを定位

から反位に，または反位から定位にするとき転撤~が反位に，

または定位に転換完了するまで，そのてこを完全K反位に， ま

たは定位にすることができない鎖錠をいう。

定位鎖錠 (normal lock) 甲・乙のて こ相互間で甲のてこを

さっしょうせ

反位にしたときは，乙のてこは定位に，かつ乙のてこを反位に

したとき， 甲のてこは定{立にそれぞれ鎖錠される連鎖をいう。

つぎの凶の 4 C によ って定位鎖錠を説明すると ， 場内信号機

甲に進行信号をlJ\\示する，すなわちてこを反位にすると ， 転鰍

骨量乙のてこは定位に鎖錠される。また乙のてこを反位にすれば

巾のてこは定位に鎖錠されて反位にする こ と ができない。これ

が定位鎖錠であって， この連鎖によって信号機甲の進絡が確保

さ~1.るのである。

反位鎖錠 (reverse lock または back lock) 甲 ・ 乙のてこ

相互間で乙のてこを反位に し， 明のてこを反(立にしたとき乙の

てこは反位に， かつ乙のてこが定位にあるときは甲のてこは定

位に， それぞれ鎖錠される述鎖をいう。

図の 4 B のような配線で甲の信号後に進行信号を現示するた

めには， 乙の転轍総のてこを先き引きにし鎖錠しなければなら

ない。なおてこ乙は申が定位にあるときでなければ転換できな

いという連鎖， これを反位鎖錠という。

定反位鎖錠 甲・乙のてこ相互間で，甲のてこを反f立にした

とき ， 乙のてこが定位または反位のいす.れにある ときでも ， 乙

のてこはその反位に鎖錠され， 甲のてこは乙のてこが定位また

は反{立のいずれのときでも鎖錠されない連鎖をいう。

図の 4 Aは転鰍昔告に鰍査かんを付けた例であるが， 轍査かん

のてこ叩は転轍採のてこ乙が定伎のときでも反位のときでも引

ける，すなわち反位にできる。しかして転轍総のてこ乙はその

状態で鎖錠される。また甲てこが反位にある閉は乙てこはその

位置に鎖錠され扱うことができない。この連鎖を定反位鎖錠と

いう。 (}II崎徳政)

させlません 佐世保線 長崎本線肥前山口駅から分岐して西

llli し，早岐を経て佐世保駅に至る 48.8km の線。 長崎線に属し

線路等級は乙線である。明治 28 ・ 5 肥前山口・ 武雄附 . 1!Jl治 30 ・

7 武雄 ・ 早岐間， 明治 31 . 1 早岐 ・ 佐世保|削mìili . 長崎線 (ne

自íJ 山口 ・ 早岐間) と 呼称していたが， 昭和 9 ・ 1 2 肥前山口 ・ 小

長井 ・ 諌早間短絡線の開通によって長崎線はノレート を変更し，

肥前]山口 ・早峡間を佐世保線と呼ぶこと となり，さ らに昭和 18 ・

8 佐世保線は，肥前山口・ 佐世保聞に改められた。(森悌寿)

ざつしたくそうしょ 雑誌託送書 鉄道が特別扱巡送の承諾

をした雑誌の荷送人が， 雑誌を託送する場合に託送駅に提出す

る物品託送のZE332話。小荷物を受託したときは， 鉄道は小荷物

切符を発行し荷送人に交付するのを原則とするが，雑誌は性質

上一時に多量のものを託送するので， とくに受託事務の簡素化

を必要とし，また計図的な運送を行うためには，あらかじめそ

の内容の申告を求める必要もあるので，例外と して小荷物切符

の発行にかえ，術送人から本告を拠出する制度にな っ ている。

本書は荷送人において作成し，雑誌発送 日 の 2 目前までに託送

駅に提出を要する。

本容の綴式は申 ・ 乙 ・ 丙の 3 片制lで ， 記入事項は，荷送人氏

名または商号， 発着駅名， 発送月日 ， 列車番号，荷受人，個数，

重量等である。甲片は荷送人が保存，乙 ・ 丙片は駅に提出，駅

は相当主I!貨を記入のうえ，乙片は保存，丙片は所管得査課に提

出し， 荷送人に対する当該後払運賃の徴収その他の資料に供さ

れる。(伊藤孝)

さっしょうせん 札沼線 函館本線桑園駅から石狩川東岸に

そって北上し石狩沼田駅に至る 85.3 km の線。

この線は当初南北両線にわかち工を起し，まず北線として石

狩沼田 ・ 中徳富(現在十津) 1 1)閉を昭和 6 ・ 1 0 開業， ついで昭和 9 ・

9 中徳i.ir . r甫臼問を開業した。南線は桑園・ 石狩当別聞として
昭和 9・ 11 開業したが， 昭和 10 ・ 1 0 浦臼・石狩当別間が全通し

一- 629 一一




